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カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
を
訪
問
し
て

カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
調
査
団
々
長

宇
治
市
助
役
　
石
　
　
井
　
　
常
　
　
夫

私
共
、
カ
ナ
ダ
・
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
調
査
団
一
行
十
三
名
は
、

去
る
九
月
七
日
宇
治
市
を
出
発
し
、
途
中
成
田
、
バ
ン
ク
ー
バ

ー
空
港
を
経
由
、
同
日
夕
刻
に
カ
ム
ル
ー
プ
ス
入
り
し
、
翌
日

か
ら
三
日
間
に
わ
た
り
、
同
市
の
実
情
に
ふ
れ
な
が
ら
、

各
般
に
わ
た
っ
て
交
流
・
調
査
を
行
い
無
事
に
責
務
を

果
た
し
て
、
九
月
十
四
日
に
帰
っ
て
参
り
ま
し
た
。

同
市
と
の
交
流
の
状
況
や
行
程
等
に
つ
い
て
は
、
後

に
述
べ
る
通
り
で
す
が
、
両
市
が
友
好
盟
約
を
前
提
と

し
た
お
付
合
い
を
進
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
私
共
調

査
団
と
し
て
は
極
め
て
明
る
い
感
触
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

先
方
の
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
市

長
、
市
議
会
、
産
業
界
を
は
じ
め
、
市
民
各
層
か
ら
、

宇
治
市
と
の
友
好
交
流
を
歓
迎
さ
れ
て
い
る
様
子
が
、

強
く
感
じ
ら
れ
、
特
に
同
市
在
住
の
日
系
人
の
皆
さ
ん

か
ら
は
、
こ
の
友
好
交
流
に
大
き
な
期
待
と
熱
望
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。

さ
て
、
私
達
一
行
の
行
程
を
簡
単
に
ふ
り
か
え
っ
て

み
ま
す
と
、
先
ず
九
月
七
日
の
夕
刻
、
カ
ム
ル
ー
プ
ス

空
港
に
降
り
立
っ
た
我
々
は
、
同
市
の
ガ
ゲ
ラ
デ
ィ
ー
市

長
を
は
じ
め
、
議
会
代
表
、
日
系
人
会
の
人
々
約
二
十

名
か
ら
手
厚
い
お
出
迎
え
を
受
け
、
大
変
感
謝
い
た
し

ま
し
た
。
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翌
八
日
の
早
朝
に
は
、
同
市
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

定
例
朝
食
会
に
、
全
員
が
ゲ
ス
ト
と
し
て
招
待
を
受
け

歓
待
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
日
に
は
、
早
速
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
役
所
を
表
敬
訪

問
し
、
池
本
市
長
の
親
書
を
手
渡
し
ま
し
た
が
、
同
市

で
は
臨
時
議
会
を
開
催
さ
れ
、
宇
治
市
と
の
友
好
交
流

を
す
す
め
る
こ
と
に
つ
い
て
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
、

両
市
代
表
、
議
会
代
表
が
署
名
い
た
し
ま
し
た
。

お
昼
に
は
、
市
内
の
名
勝
地
リ
バ
ー
サ
イ
ド
公
園
を

案
内
し
て
い
た
だ
い
た
の
ち
、
ト
ン
プ
ソ
ン
河
の
観
光

外
輪
船
上
で
昼
食
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
日
の
午
後
は
、
二
班
に
分
か
れ
、
市
内
の
工
業
団

地
や
住
宅
地
を
、
も
う
二
班
は
学
校
な
ど
を
見
学
し
ま

し
た
。
工
業
団
地
は
、
逐
次
造
成
が
進
め
ら
れ
て
い
る

友好交流推進のカムループス市議会決議に調印
（カムループス市議場にて・

左から2人目がカムループス市長）

と
こ
ろ
で
、
日
本
企
業
の
進
出
も
大
歓
迎
と
の
こ
と
で

し
た
。
ま
た
市
民
の
住
宅
も
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
ど
の
家
庭
も
芝
生
の
手
入
れ
が
ゆ
き
と
ど
き
、
何

ぶ
ん
に
も
土
地
が
広
大
で
安
い
た
め
に
、
例
え
ば
一
千

平
方
メ
ー
ト
ル
（
約
三
百
坪
）
の
土
地
と
家
が
二
千
万

円
程
で
手
に
入
る
と
聞
か
さ
れ
て
驚
き
ま
し
た
。

ま
た
、
小
学
校
や
中
学
校
は
、
校
地
も
広
く
、
生

徒
と
先
生
の
親
密
な
関
係
や
ゆ
っ
た
り
と
し
た
授
業
の

様
子
に
、
大
変
明
る
い
も
の
を
感
じ
と
り
ま
し
た
。
地

元
の
カ
リ
ブ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、
外
国
人
の
留
学
生

も
多
く
見
ら
れ
、
寄
宿
舎
も
完
備
し
て
い
て
、
是
非
日

本
の
学
生
も
沢
山
来
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

八
日
の
夕
刻
に
は
、
市
内
の
ス
ト
ッ
ク
マ
ン
・
ホ
テ

ル
に
於
て
、
歓
迎
の
晩
さ
ん
会
を
開
い
て
頂
き
、
市
の

各
界
代
表
者
や
州
政
府
代
表
、
そ
れ
に
ミ
ス
・
カ
ム
ル

ー
ブ
ス
、
ミ
ス
・
プ
リ
ン
セ
ス
な
ど
美
し
い
娘
さ
ん
の

参
加
も
あ
り
、
七
十
名
も
の
方
々
が
出
席
し
て
歓
迎
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
人
会
の
メ
ン
バ
ー

が
各
席
に
散
ら
ば
り
、
通
訳
の
役
を
つ
と
め
て
下
さ
っ

た
お
か
げ
で
、
言
葉
の
苦
労
も
な
く
、
極
め
て
気
楽
で

友
好
的
な
一
夜
を
過
ご
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

翌
九
日
に
は
、
市
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
モ
ー
ル
等

を
見
学
し
た
後
、
空
港
に
カ
市
各
界
の
皆
さ
ん
の
お
見

送
り
を
受
け
て
、
同
市
を
出
発
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。わ

ず
か
三
日
間
の
滞
在
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
何
人

か
の
人
々
と
は
毎
日
顔
を
合
せ
て
、
親
し
い
友
人
に
感

じ
ら
れ
、
大
変
名
残
り
惜
し
く
、
お
互
い
の
再
会
を
約

束
し
て
、
同
市
に
別
れ
を
告
げ
た
次
第
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
訪
問
調
査
に
当
り

団
の
使
命
達
成
の
た
め
に
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
お
世
話
を

頂
き
ま
し
た
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
の
市
長
・
市
議
会
を
は

じ
め
関
係
者
の
方
々
、
日
本
人
会
の
皆
さ
ん
の
熱
意
あ

ふ
れ
る
ご
歓
待
と
、
ま
た
私
た
ち
の
出
発
と
帰
国
に
際

し
て
、
お
見
送
り
と
お
出
迎
え
を
頂
い
た
市
民
多
数
の

万
々
に
対
し
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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花
と
緑
あ
ふ
れ
る
街

団
員

約
十
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
で
カ
ム
ル
ー
プ
ス
空
港
に
降

り
た
。
そ
こ
に
は
き
れ
い
な
芝
生
の
中
に
、
色
と
り
ど

り
の
花
が
咲
き
乱
れ
、
澄
み
切
っ
た
青
空
の
遥
か
彼
方

に
、
ロ
ッ
キ
ー
の
白
い
連
山
が
見
え
る
。

又
、
空
醇
の
片
隅
に
翼
を
並
べ
て
駐
機
し
て
い
る
自

家
用
セ
ス
ナ
や
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
壁
に
張
ら
れ
た

「
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
Ｌ
の
白
い
文
字
、
そ
ん
な
風
景

が
強
烈
に
印
象
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
ロ
ビ
ー
に
は
、

日
系
人
や
ミ
ス
・
カ
ム
ル
ー
ブ
ス
を
含
む
多
勢
の
人
に

出
迎
え
て
頂
き
、
調
査
団
員
と
し
て
の
使
命
を
あ
ら
た

め
て
感
じ
た
。
反
面
そ
の
暖
か
い
ム
ー
ド
に
旅
の
疲
れ

も
吹
っ
と
び
ま
し
た
。

翌
日
、
市
役
所
を
訪
問
の
あ
と
市
内
へ
出
た
が
、
ト

ン
プ
ソ
ン
河
の
畔
を
散
策
し
て
そ
の
手
入
れ
の
よ
さ
に

恐
れ
入
っ
た
。
つ
い
宇
治
川
周
辺
の
公
園
と
比
較
し
た

く
な
る
が
、
残
念
乍
ら
歴
史
的
観
光
資
源
以
外
に
宇
治

の
勝
っ
て
い
る
も
の
は
な
い
と
思
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん

で
し
た
。

広
大
な
芝
生
に
は
雑
草
ひ
と
つ
生
え
て
い
な
い
し
、

シ
ー
ズ
ン
オ
フ
の
プ
ー
ル
に
も
、
ち
ゃ
ん
と
き
れ
い
な

水
を
循
環
さ
せ
て
数
匹
の
鱒
を
泳
が
せ
て
あ
っ
た
。

〝
カ
ム
ル
ー
プ
ス
″

中

　

　

村

　

　

英

　

一

更
に
公
園
の
ベ
ン
チ
や
ゴ
ミ
箱
が
、
林
産
国
の
カ
ナ

ダ
で
あ
る
に
も
か
～
わ
ら
ず
、
使
い
捨
て
に
す
る
、
パ

ッ
ケ
ー
ジ
の
廃
材
を
利
用
し
て
造
っ
て
あ
る
ア
イ
デ
ァ

に
魅
力
が
あ
っ
て
面
白
い
。

又
、
広
い
公
園
に
は
、
タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
や
ゴ
ミ

ひ
と
つ
落
ち
て
い
な
い
。
公
園
利
用
者
の
マ
ナ
ー
の
よ

さ
も
感
心
を
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
現
地
で
唯
一
の
観
光
名
物
で
あ
ろ
う
白
い

外
輪
船
「
ワ
ン
ダ
ー
ス
」
に
乗
船
し
て
、
ゆ
っ
た
り
し

た
船
内
で
昼
食
を
頂
い
た
が
、
実
に
の
ど
か
で
、
雨
量

が
少
な
い
国
な
の
に
水
量
は
多
く
、
ロ
ッ
キ
ー
の
雪
ど

け
水
と
や
ら
で
年
中
き
れ
い
な
水
が
、
同
程
度
に
流
れ

て
い
る
ら
し
く
、
季
節
に
よ
っ
て
サ
ー
モ
ン
が
湖
上
す

る
の
が
見
も
の
だ
そ
う
だ
。

夜
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
心
の
こ
も
っ
た
接

待
を
受
け
友
好
を
深
め
た
が
、
あ
い
さ
つ
ば
か
り
続
く

日
本
式
宴
会
も
こ
の
辺
で
一
考
の
要
あ
り
と
思
っ
た
。

と
に
か
く
カ
ム
ル
ー
ブ
ス
は
、
花
と
緑
に
あ
ふ
れ
る

す
ば
ら
し
い
街
だ
。
今
回
お
世
話
に
な
っ
た
現
地
の
皆

様
に
心
か
ら
感
謝
を
す
る
と
共
に
、
今
後
は
宇
治
市
と

の
友
好
都
市
盟
約
締
結
へ
の
大
き
な
期
待
に
そ
え
る
様

な
お
付
合
い
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
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カ
ム
ル
ー
ブ
ス
の
風
物
な
ど

調
査
団
事
務
局

今
回
の
調
査
団
に
事
務
局
員
と
し
て
参
加
さ
せ
て
頂

き
、
大
変
貴
重
な
見
聞
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
等
に
つ
い
て
は
、
石
井
団
長
の
報
告
の

通
り
で
す
が
、
私
な
り
に
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
同
市

の
風
物
や
沿
革
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

杉

　

　

本

　

　

敬

　

一

風
カ
ム
ル
ー
ブ
ス
の
地
名
と
景
観
Ｖ

「
カ
ム
ル
ー
プ
ス
」
の
語
源
は
、
こ
の
地
に
先
住
し

て
い
た
シ
ュ
ー
シ
ワ
ッ
プ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
言
葉
で
、

「
河
が
合
流
す
る
地
点
」
の
意
。

支
流
の
ノ
ー
ス
・
ト
ン
プ
ソ
ン
河
が
こ
の
地
で
合

流
し
、
ト
ン
プ
ソ
ン
河
の
大
河
流
と
な
っ
て
西
へ
貫
流

す
る
。
こ
の
街
の
景
観
を
代
表
す
る
も
の
は
、
何
と
い

っ
て
も
ト
ン
プ
ソ
ン
河
と
そ
れ
を
と
り
ま
く
周
辺
の
風

景
で
あ
る
。

左
岸
の
高
台
か
ら
見
下
ろ
す
と
、
対
岸
に
は
小
高
い

マ
ウ
ン
ト
・
ポ
ー
ル
が
そ
び
え
、
河
に
は
オ
ー
バ
ー
ラ

ン
ダ
橋
が
架
か
り
、
河
畔
の
リ
バ
ー
サ
イ
ド
公
園
と
相

ま
っ
て
、
宇
治
川
と
宇
治
橋
、
大
吉
山
な
ど
、
あ
た
か

も
宇
治
公
園
一
帯
の
景
観
と
大
変
似
か
ま
っ
た
所
で
あ

る
。リ

バ
ー
サ
イ
ド
公
園
は
、
緑
に
囲
ま
れ
て
美
し
く
整

備
さ
れ
、
白
い
外
輪
船
ワ
ン
ダ
ー
ス
が
観
光
名
物
と

し
て
周
航
し
て
い
る
。
休
日
に
は
、
市
民
の
憩
い
の
場

で
あ
り
、
季
節
に
よ
っ
て
は
川
遊
び
や
マ
ス
（
カ
ム
ル

ー
プ
ス
・
ト
ラ
ウ
ト
）
釣
り
に
も
賑
わ
い
を
み
せ
る
と

い
う
。

風
カ
ム
ル
ー
ブ
ス
の
概
要
Ⅴ

カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
は
、
カ
ナ
ダ
南
西
部
の
ブ
リ
テ
ィ

ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
に
属
し
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の

北
東
三
百
六
十
キ
ロ
に
位
置
し
、
国
内
線
の
飛
行
機
で

一
時
間
程
で
着
い
て
し
ま
う
。

市
の
面
積
は
三
百
十
一
平
方
キ
ロ
で
、
宇
治
市
の
お

よ
そ
五
倍
の
広
さ
で
あ
る
。
市
の
周
囲
は
、
針
葉
樹
の

森
林
に
囲
ま
れ
、
二
百
八
十
カ
所
も
の
湖
が
点
在
す
る
。

い
わ
ば
〝
森
と
湖
〟
の
ま
ち
で
あ
る
。

街
の
中
心
部
は
、
ト
ン
プ
ソ
ン
河
の
左
岸
に
美
し
い

町
並
が
整
解
さ
れ
、
官
公
庁
や
商
店
、
銀
行
な
ど
が
集
ｌ

ま
っ
て
い
る
。
小
高
い
丘
の
斜
面
に
か
け
て
住
宅
地
が

広
が
り
、
右
岸
に
は
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
保
護
地
や
空
港
、

農
地
な
ど
が
所
在
し
て
い
る
。

人
口
は
、
お
よ
そ
七
万
人
。
そ
の
う
ち
三
百
世
帯
約

一
千
人
の
日
系
人
が
住
み
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
活
躍

し
て
い
る
。

主
要
な
産
業
と
し
て
は
、
豊
か
な
森
林
資
源
を
活
用

し
た
製
材
、
パ
ル
プ
、
合
板
製
造
等
の
ほ
か
、
ア
フ
ト

ン
、
マ
イ
ン
な
ど
銅
鉱
石
の
採
掘
、
牧
畜
な
ど
で
あ
る
。

な
か
で
も
ダ
グ
ラ
ス
・
レ
イ
ジ
牧
場
は
、
牛
馬
を
放
牧

し
て
い
る
大
牧
場
と
し
て
有
名
。
ま
た
恵
ま
れ
た
風
光

を
売
り
も
の
に
し
て
、
観
光
振
興
に
も
力
を
注
ぎ
、
釣

り
や
乗
馬
、
登
山
、
ゴ
ル
フ
等
の
レ
ジ
ャ
ー
、
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
も
盛
ん
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
カ
ナ
ダ
内
陸
部
に
お
け
る
交
通
の
要
衝
で

あ
る
た
め
、
交
通
運
輸
面
で
も
賑
わ
い
、
特
に
、
カ
ナ
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ダ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
鉄
道
と
カ
ナ
ダ
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
鉄

道
の
二
大
幹
線
が
通
っ
て
い
・
る
。
ま
た
、
新
し
い
ハ
イ

ウ
ェ
イ
の
分
岐
点
と
し
て
、
自
動
車
交
通
網
が
開
け
て

い
る
。Ａ

開
発
の
歴
史
と
日
系
人
Ｖ

先
住
民
の
シ
ュ
ー
シ
ワ
ッ
プ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
は
、

一
千
年
も
前
か
ら
こ
の
地
に
住
み
、
主
に
狩
猟
や
漁
業

の
生
活
を
営
ん
で
い
た
模
様
で
あ
る
。
白
人
が
西
部
に

進
出
し
始
め
る
と
、
毛
皮
の
取
引
き
が
盛
ん
に
な
り
、

又
白
人
に
よ
っ
て
金
鉱
探
し
も
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
が
、
一
獲
千
金
は
夢
に
終
っ
た
。
や
が
て
、
白
人

も
多
く
こ
の
地
に
箇
任
し
、
農
耕
や
牧
畜
を
生
業
と
す

ほ
う
ふ
つ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
西
部
劇
映
画
が
髪
発
さ
れ
る
。

西
部
の
開
拓
に
伴
な
っ
て
、
こ
の
地
に
も
駅
馬
車
の

駅
が
出
来
、
街
が
形
成
さ
れ
た
。
や
が
て
一
八
八
五
年

に
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
る
と
、
地
方
都
市
と
し
て
発
達
し
、

一
八
九
三
年
に
は
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
が
誕
生
し
た
。
あ

と
三
年
後
の
一
九
九
三
年
に
は
市
制
百
周
年
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
、
そ
れ
を
記
念
し
て
、
カ
ナ
ダ
・
ゲ
ー
ム

ス
を
誘
致
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
さ
し
ず
め
日
本

の
国
民
体
育
大
会
の
よ
う
な
催
し
だ
そ
う
で
、
こ
れ
を

契
機
に
、
さ
ら
に
同
市
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

最
初
の
日
本
人
が
出
稼
ぎ
の
た
め
に
こ
の
地
に
入
っ

た
の
は
十
九
世
紀
の
末
頃
で
、
主
に
鉄
道
の
敷
設
工
事

な
ど
に
従
事
し
た
よ
う
で
あ
る
。
戦
時
中
は
、
奥
地
に

抑
留
さ
れ
る
な
ど
、
活
動
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
戦
後
の
一
九
四
九
年
に
は
選
挙
権
も
与
え
ら
れ

持
ち
前
の
勤
勉
さ
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
に
と
け
込
み
各

方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

現
在
は
、
主
に
二
世
二
二
世
の
時
代
に
入
っ
て
い
る

が
、
な
か
に
は
近
年
に
渡
航
さ
れ
た
人
々
も
あ
り
、
日

系
人
会
を
組
織
し
て
、
深
い
結
び
つ
き
が
保
た
れ
て
い

る
。風

親
日
家ラ

ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
Ｖ

吉
村
昭
の
小
説
『
海
の
祭
礼
』
に
出
て
来
る
ラ
ナ
ル

ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
、
幕
末
の
時
代
に
日
本
に
あ
こ

が
れ
て
密
航
を
企
て
、
ア
メ
リ
カ
の
捕
鯨
船
に
乗
組
み

ボ
ー
ト
で
北
海
道
利
尻
島
附
近
に
上
陸
し
た
が
、
捕
え

ら
れ
て
長
崎
に
移
送
さ
れ
た
。
彼
は
長
崎
に
抑
留
、
監

禁
中
、
日
本
の
オ
ラ
ン
ダ
通
訳
達
に
英
語
を
教
え
た
こ

と
で
有
名
で
あ
る
。

カ
ム
ル
ー
プ
ス
博
物
館
の
館
長
ケ
ン
・
フ
ァ
ー
バ
ー

フ
ォ
ル
ド
氏
か
ら
、
こ
の
ラ
ナ
ル
ド
が
カ
ム
ル
ー
ブ
ス

の
出
身
で
あ
る
と
聞
か
さ
れ
、
び
っ
く
り
し
た
。
彼
の

父
ア
ー
チ
ボ
ル
ド
が
毛
皮
の
交
易
に
携
わ
っ
て
い
た
た

め
、
こ
の
地
で
生
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
地
が
、
そ
ん
な
古
い
時
代
か
ら
日
本
と
関
わ
り

を
持
っ
て
い
た
と
い
う
奇
し
き
縁
に
、
驚
き
を
禁
じ
得

な
い
。
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親
善
協
会
総
会

カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
へ
調
査
団
派
遣
を
決
定

宇
治
市
国
際
親
善
協
会
の
昭
和
六
十
三
年
度
総
会
が

去
る
七
月
二
十
九
日
、
午
後
二
時
か
ら
中
央
公
民
館
展

示
集
会
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
当
た
り
、
名
誉
会
長
で
あ
る
池
本
市
長
か
ら

「
国
際
交
流
は
、
市
民
の
皆
様
の
手
に
よ
っ
て
市
民
同

士
の
交
流
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
親
善
協

会
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
る
。
今
年
は
、
ヌ
ワ
ラ
エ
リ

ヤ
市
・
威
陽
市
に
次
ぐ
第
三
の
友
好
都
市
と
し
て
、
カ

ナ
ダ
・
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
に
調
査
団
を
派
遣
す
る
予
定

で
あ
る
。
」
と
の
挨
拶
に
続
い
て
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
昭
和
六
十
三
年
度
の
事
業
・
会
務
報
告
と
収
支
決

算
報
告
の
議
事
に
入
り
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
谷
岡
武
雄
会
長
、

中
川
恵
次
・
上
林
春
松
両
副
会
長
を
再
選
し
、
理
事
二

十
三
人
、
監
事
二
人
、
事
務
局
長
ら
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
名
誉
会
長
に
池
本
市
長
、
顧
問
に
加
藤
・

野
田
市
議
会
正
・
副
議
長
に
ご
就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
新
友
好
都
市
へ
の
調
査
団
派
遣
事
業
を

含
む
平
成
元
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
が
審
議
さ
れ

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
中
川
・
上
林
両
副
会
長
か
ら
、
去
る
六
月

の
カ
ナ
ダ
旅
行
で
第
三
の
友
好
都
市
の
候
補
地
で
あ
る

カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
へ
立
ち
寄
ら
れ
た
そ
の
報
告
が
、
ス

ラ
イ
ド
・
写
真
を
交
え
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
で
は
、
市
役
所
の
表
敬
訪
問
を
始

め
、
市
内
を
案
内
し
て
い
た
だ
く
な
ど
大
歓
迎
を
受
け
、

カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
長
は
、
本
市
と
の
友
好
交
流
に
大
き

な
期
待
と
感
心
を
持
っ
て
い
る
と
の
感
触
を
得
た
と
の

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

会
員
か
ら
は
、
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
の
気
候
や
日
系
人
な
ど

の
質
問
や
、
今
後
も
こ
う
し
た
自
由
主
義
国
と
の
交
流
を

進
め
る
中
で
、
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
の
都
市
と
の
交
流
を
推
進

し
よ
う
と
の
意
見
が
多
数
出
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
親
善
協
会
か
ら
も
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
調
査

団
へ
参
加
し
て
い
く
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
四
時
半
に
総

会
が
終
了
し
ま
し
た
。
（
役
員
名
簿
・
当
日
の
総
会
資

料
は
別
紙
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
）

編
　
集
　
後
　
記

＊
　
Ｕ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
が
暫
く
と
だ
え
て
お

り
ま
し
た
こ
と
を
、
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
　
今
号
で
は
、
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
調
査
団
の
報
告
と
、

親
善
協
会
総
会
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

今
後
と
も
事
務
局
か
ら
の
報
告
と
と
も
に
、
会
員
皆

さ
ま
万
か
ら
の
ご
意
見
・
伝
言
な
ど
も
掲
載
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

寄
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

＊
　
さ
て
、
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
と
の
友
好
交
流
は
、
調

査
団
の
報
告
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
急
速
に
進
展

す
る
気
配
を
み
せ
て
お
り
ま
す
。

＊
　
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
と
の
友
好
交
流
の
第
一
歩
と
な

る
こ
の
機
会
を
通
し
て
、
大
い
に
交
流
を
深
め
た
い

も
の
で
す
。
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